
 

 
 

保保育育計計画画成成果果報報告告書書  

法人名等 学校法人わかば学園 

施設名 閖上わかばこども園 

報告者（役職） 佐々木 一十郎（園長） 

住所・連絡先 

宮城県名取市閖上西２丁目１２番地 

☎ 022-398-9136 

E-mail wakabacko@gmail.com 

 

○タイトル（保育計画） 

心と体を育む～自立・協調・挑戦へ導く保育～ 

 

○主な助成備品 

ボルダリング、マット 

 

１１．．保保育育計計画画策策定定のの目目的的  

 昭和３０年に誕生した「閖上わかば幼稚園」は、東日本大震災で壊滅的な被害を受け、

休園を余儀なくされました。その後、内陸部へ移転し「美田園わかば幼稚園」を開設。震

災から１１年、ようやく「閖上」の地へ戻ってくることができました。復興事業という制

約のなかで、限られた敷地に園舎を再建したことと、認定こども園に移行したことにより

定員数が増えたために、十分な面積の園庭がとれず運動場の確保に苦慮していました。 

このようななか、２０２０年東京オリンピックから新たにスポーツクライミングが公式

競技に加わり、中でもこどもたちでも取り組めるボルダリングは、遊びの要素と体幹を鍛

える運動と挑戦する勇気と意欲を掻き立てる素晴らしい競技です。こどもたちには日常の

なかでボルダリングを通して、考える力、集中力、自立心、協調性、挑戦する気持ちを育

んでいってほしいという願いを込めて計画を立てました。 

「健全な精神は、健全な肉体に宿る」と言われた通り、体力づくりという基礎の上に自

立・協調・挑戦の理念を掲げ、将来幸せな人生を自らが切り開いていくことができるよう

な、「心身ともに健康で、優しさと思いやりの心をもつ人間性豊かな」小さな人格者を育

てていきたいと願っております。 

 

 

 

 

 

 

き、名前を記入できるように環境を用意していった。０歳児と一緒に遊びたい年長児

が自分で名前を書く姿があり、その中で関わりたいけど自分で名前が書けない年長児

の姿もあった。その姿に周りの子が気づき、代わりに書いてあげる姿や少しずつ自分

でも書けるように友だちに教えてもらったり文字の練習をする等の姿があり、年長児

内でも友だちの困っている姿に気づき助ける姿や０歳児と関わりたい、お世話したい

と感じたからこそ自分でも名前を書けるようになりたいと感じ、文字に興味を持つ姿

や書けたことにも喜びを感じる姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４， 今後の課題と展望 

今後は、子どもの発達に合わせながらずり這いやハイハイを促し刺激になるように凹

凸や階段やスロープ等のマットを組み合わせたり、手足を使いながら体を動かす楽し

さを感じられるように階段やトンネルや高さのあるマットの置き方を工夫しやってみ

たいと挑戦できるような環境を用意し全身の使い方を身につけられるように援助をし

ていきながら安全な遊びの場を用意していく。 

保育室と廊下を使い、子どもたち主体で関わりを楽しみ深められるような空間を提供

していき、その中で身体面の発達や人と関わることの楽しさ、嬉しさ、喜びを感じた

り、関わる中で誰かのために何かしてあげたい、してもらって嬉しい等、それぞれの

子どもたちの心の育ちに繋がるような環境にしていき、異年齢児が互いの存在を感じ

られるようにしていくと共に異年齢での関わりを深めていけるようにしていく。 

以上 
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２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

 こどもたちは、ホールに完成した彩り豊かなボルダリングを見て、「触りたい」「登って

みたい」という気持ちが大きくなり、登れる日を心待ちにしていました。実際行う前に、

当園のボルダリング施工者（ボルダリング選手でもあります）に使い方を教えてもらい、

安全に遊ぶことができるようルールを決めて進めました。 

３歳児は、好きな色のホールドに手を伸ばし、慎重に進む姿が見られました。怖さや不

安な気持ちに寄り添い、先生に支えてもらったり、見守ってもらったりすることで、意欲

へつながっていきました。少しでも登ることができたことを認めてもらい、先生や友だち

と喜びを共感しあい、不安な気持ちが楽しさに変化していきました。 

 ４歳児は、勢いよく登ってみようという挑戦する気持ちがありました。一番上のゴール

を目指し、ホールドを掴みますが、自分の体重を支え次のホールドを探すことに難しさを

感じていました。先生に手伝ってもらったり、声をかけてもらったりすることで、一つひ

とつ上へと進めていきます。そのような友だちの姿を見て、まわりの友だちが応援してく

れるようになりました。応援が力となり、諦めず自分の力で挑戦する姿が多く見られまし

た。 

 ５歳児は、同じ色だけを選んで登ったり、斜面からスタートしたり、より難しいことに

挑戦する楽しさを感じながら取り組んでいました。手や足の置く場所を考え集中して行う

ことができ、降りる時もあせらず一歩ずつ確実にできました。日々の活動から体幹が鍛え

られて安定して登ることができました。また、ルールを守って行うことをしっかり意識

し、友だちと声をかけ合いながら取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．そそのの成成果果とと評評価価  

 ボルダリングは全身を使って行うため、こどもたちの体幹が鍛えられ運動機能の向上に

つながりました。挑戦できた喜びや思うようにできなかった悔しさ、自分で登っていく楽

しさなど、様々なことを経験したこどもたちは挑戦しようとする意欲が強くなりました。

そして、先生や友だちに見守られながら頑張ることで、達成感をより大きく感じられたよ

うです。ボルダリングを通して、自分で考えて進める力や目標に向けて取り組む集中力、

ルールを守る協調性など、園児一人ひとりにとって心と体の成長につながりました。 
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４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

  ボルダリングを経験することで、様々な面からこどもたちの成長が見られ、体力づくり

にも力を入れることができました。今後も日々の保育で活かしながら、継続した取り組み

ができるよう保育計画を作成していきます。そして、こどもたちがいつでも意欲的に挑戦

できるような環境作りを考え、より身近なものになるよう保育を展開させていきたいと思

います。 

 助成していただいたことに感謝し、これからもずっと大切に使わせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

以上 
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